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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】配置的家具として、有用な、且つ良好な意匠性
で深みのある開放感的な装飾を主体にして、開き戸部、
又は二～四段引出部、又は引き戸部付きで、弓形形状の
連係サイドフレーム柱によってデザイン性を持たせた連
結可能なサイドボード家具を提供する。
【解決手段】三段式サイドボードの両端に弓形形状の連
結サイドフレーム柱を持ち、中央下段に開き戸付きボッ
クス部、又は二～四段の引出付きボックス部、又は引き
戸付きボックス部にして、二段目と、三段目には棚板を
設置したサイドボード家具において、両サイドフレーム
柱を半弓形の形状にして、下部位置にボックス部に固定
して、前記柱に連係可能な穴を設置して、三段式サイド
ボード数個を連係して組み立てられるようになっている
弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具であ
る。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
家具のデザイン性を増すために、三段式サイドボードの両端に弓形形状の連結サイドフレ
ーム柱を持ち、中央部下段に開き戸付きボックス部、又は二段～四段の引出付きボックス
部、又は引き戸付きボックス部にして、二段目と、三段目には棚板を設置したサイドボー
ド家具において、幅６０ｍｍのサイドフレーム柱を横４００ｍｍで、高さ１８００ｍｍの
範囲での半弓形の形状にして、下部からの高さ２５０ｍｍ～７００ｍｍの位置にボックス
部にして、前記ボックスに固定された両サイドフレーム柱に２～４箇所の連結可能な定位
置の穴を設け、前記弓形連結サイドフレーム柱の穴の連係によって１～５個の三段式サイ
ドボードを連結できるようになっていることを特徴とする弓形サイドフレーム付き連結可
能サイドボード家具
【請求項２】
開き戸付きボックス部、又は二段～四段の引出付きボックス部、又は引き戸付きボックス
部は、高さ２００ｍｍ～７００ｍｍ、幅７５０ｍｍ～１５００ｍｍ、奥行き３５０ｍｍ～
５００ｍｍで、開き戸付きボックス部では前面に前開きの木製の一枚～二枚の扉を付け、
内部を二段～三段の棚付き収納部になって、又は二段～四段の引出ボックス部では各引出
の高さを１００ｍｍ～３００ｍｍであり、又は引き戸付きボックス部では前面に両開きの
木製二枚戸を付け、各ボックスの底部の奥部に二本の高さ１００ｍｍ～２００ｍｍの脚部
を取り付けていることを特徴とする請求項１に弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボ
ード家具。
【請求項３】
三段式サイドボードの両サイドに弓形形状の連結サイドフレーム柱を持ち、中央部下段に
開き戸付きボックス部、又は二段～四段の引出付きボックス部、又は引き戸付きボックス
部にして、二段目と、三段目には棚板を設置したサイドボード家具において、幅４００ｍ
ｍで高さ１８００ｍｍの範囲での半弓形の形状である弓形連結サイドフレーム柱は、厚さ
２５ｍｍ～５０ｍｍ、幅５０ｍｍ～１００ｍｍであって、底部からの高さ２００ｍｍ～８
００ｍｍの位置にボックス部を、１０００ｍｍ～１２００ｍｍの位置に二段目棚板を、１
２００ｍｍ～１５００ｍｍの位置に三段目棚板を取り付けて、連結サイドフレーム柱の下
位から１００ｍｍ～２００ｍｍ付近と９００ｍｍ～１５００ｍｍ付近と１６００ｍｍ～１
７５０ｍｍ付近の中央部に、ボルトによる連係可能な５ｍｍ～１０ｍｍの穴を持って、前
記弓形連結サイドフレーム柱の最下部をボックス部の最前面付近に設置して、最上部を壁
などの奥部に接地できるような弓形形状になっていることを特徴とする請求項１、又は請
求項２に記載の弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具。
【請求項４】
三段式サイドボードの両端に弓形形状の連結サイドフレーム柱を持ち、中央部下段のボッ
クス部の上部にある二段目棚は、９００ｍｍ～１０００ｍｍの位置にして、幅７００ｍｍ
～１５００ｍｍ、奥行き２５０ｍｍ～３００ｍｍの厚さ２０ｍｍ～２５ｍｍの棚板を、三
段目棚は１３００ｍｍ～１５００ｍｍの位置にして、幅７００ｍｍ～８００ｍｍ、奥行き
２００ｍｍ～２５０ｍｍの厚さ２０ｍｍ～２５ｍｍの棚板を取り付けていることを特徴と
する請求項１～請求項３のいずれかに記載の弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボー
ド家具。
【請求項５】
三段式サイドボードの両端に弓形形状の連結サイドフレーム柱は、中央下段に開き戸付き
ボックス部、又は二段～四段の引出付きボックス部、又は引き戸付きボックス部の両端に
取り付けて、ボックス部の二本の前脚になっており、幅４００ｍｍで高さ１８００ｍｍの
範囲での半弓形の形状をして、前記弓形連結サイドフレーム柱の厚さ２０～５０ｍｍ、幅
５０～１００ｍｍであって、連結サイドフレーム柱の下位から２～４箇所の中央定位置に
、ボルトによる連係可能な穴を持って、前記弓形連結サイドフレーム柱の最下部をボック
ス部の最前面に位置して、最上部の奥部にある壁などに接地できるように弓形形状にして
いることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれかに記載の弓形サイドフレーム付き連
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結可能サイドボード家具。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この考案はサイドボード家具において、引出部、或いは開き戸部の扉、又は引き戸部で、
開放感、重複感を持たせ、デザイン性装飾を目的としてサイドボード家具に関する。さら
に詳しくは、家具として有用な、良好な意匠性で深みのある引出部、及び開き戸部の扉、
又は引き戸部において重複感を持たせ、開放感のデザイン性装飾を主体にした、ボックス
付き三段様式によってデザイン性にしたサイドボード家具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、家具のサイドボードにはデザイン性の模様付きの化粧材が使用されていることが一
般によく知られている。この開放感を持たせたデザイン性化粧材は、無垢木板、ＭＤＦ製
の基材の上面に接着された突板、或いは化粧シートを張り付けて意匠性を備えていること
が多い。
一般に家具のデザインは、各種の素材からなる化粧板によっても行われている。
家具の部材において部分的配置、或いは特殊な形状などを変更してデザイン性を増すこと
は余り知られていない。
【０００３】
木製基材板に、多数のランダムな大きさの線状の溝目要素をもって、全体として線状目模
様の流動状を構成するように彫られた木板部を有する化粧板が使用された家具が示されて
いる（特許文献１参照）。
また家具のデザイン性を増すために、家具の化粧板の一種に、木材表面をブラッシング加
工して、春材部、花模様部を削り取り、表面に凹凸を形成した後に塗装仕上げしたものも
知られている（特許文献２参照）。
【０００４】
このデザイン性の化粧板は、木質素材表面の自然の凹凸感を生かしたものとして、優れた
質感のある木質材として注目されてもいる（特許文献３参照）。
さらに突板を貼り合わせたものに表面を彫って模様を付けて、その中に顔料を注入して化
粧板を提供しているものもある（特許文献４参照）。
しかし製作において煩雑であって、高価になる。所定の板厚さの板目材の小角材及び又は
挽き板を長さ方向、板幅方向、板厚さ方向の垂直方向、水平方向、略斜め方向の多数方向
において積層接合した集成材で市松模様にしている化粧板である（特許文献５参照）。
【０００５】
さらに家具の装飾性の向上に、窓ガラス、ドアガラス等として照明や装飾、防音、断熱、
結露防止等を目的と合わせて、ガラス板同士、あるいはアクリル樹脂板同士を貼り合わせ
たものや、二枚のガラス板の間に空間を形成させた複層ガラス板が使用されている（特許
文献６参照）。
これらの複層ガラス板の場合、装飾のために模様を付ける場合の方法として行なわれてい
る方法は、通常、ガラス板面への色付け処理によってインテリアとして家具に使用されて
いるものも提案されている（特許文献７参照）。
【０００６】
しかし、サイドボートなどの家具のうちデザイン性が求められているものでは、使用する
材料によって装飾性を向上させているのみで、扉、引出、柱などの家具の部材の形状、さ
らにそれらの配置、色合いなどを変えることによって高度のデザイン性を高めたものを示
しているものは存在しない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平０７－４１３３８号公報
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【特許文献２】特開平１１－２６２４１７号公報
【特許文献３】特開２００２－３５３２７号公報
【特許文献４】特開平１０－５９７５１号公報
【特許文献５】特開２００１－３０１３３９７号公報
【特許文献６】実登第３１４２９１７号公報
【特許文献７】特開平０５－７６８２９号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００８】
本考案は、従来の家具において装飾性を増すには、家具表面の化粧板のデザインと配置、
部品の形状のよって向上させることである。化粧板の平板の表面をデザイン性の木製の板
、塗装された板が使用されていた。家具の表面の板の模様を変えるだけでは、意匠性に変
化が乏しかった。また引き戸部、引出部、開き戸の扉によって、家具の表面はその化粧板
、固定柱などの配置によって遮蔽されており、意匠性に変化が乏しくなっている。
【０００９】
サイドボードなどの家具などの化粧板は天然木材、樹脂の表面にプリントした合板、ある
いは各種の木質加工材の化粧板の使用が普及されている。しかしこれらの加工材に天然木
材のみでは表現出来ない特異な意匠性を呈することは難しい課題になっている。サイドボ
ートなどの家具のうちデザイン性が求められているものでは、使用する材料によって装飾
性を向上させているのみで、扉、引出、それらの配置、色合い、引出形状、扉、固定柱の
形状などで家具全体のデザイン性を示しているものは存在しない。
【００１０】
このような課題に対応するために、家具とりわけサイドボートの部分的模様と部材の配列
を組み合わせて、今までにないデザイン性を高めることが必要になってきた。特に開き戸
部と、引き戸部と、引出部の位置、配列と色彩、ボックスの固定柱などをデザイン的にす
ることで、開放感を持つ装飾的サイドボードになることが期待される。
【００１１】
本考案は、上記の事情に鑑みて、このサイドボートの部品の配列と固定柱によってデザイ
ン性を強調させ、弓形形状の連結サイドフレーム柱を持ち、優れた質感のボックスである
引出部、開き戸部、引き戸部の表面模様を形成することのできる新しい弓形形状の連係サ
イドフレーム柱を持ち、連係穴の連係によってフレーム柱部品１～３個を連結できて、全
体の配列模様で開放感を呈し装飾的にしたサイドボード家具を提供することを目的として
いる。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
家具のデザイン性を増すために、三段式サイドボードの両端に弓形形状の連結サイドフレ
ーム柱を持ち、中央部下段に開き戸付きボックス部、又は二～四段の引出付きボックス部
、又は引き戸付きボックス部にして、二段目と、三段目には棚板を設置したサイドボード
家具において、幅５０ｍｍ～１００ｍｍのサイドフレーム柱を横４００ｍｍで、高さ１８
００ｍｍの範囲での半弓形の形状にして、下部からの高さ２００ｍｍ～７００ｍｍの位置
にボックス部にして、前記ボックスの両サイドに２～４箇所に連係可能な穴を設けた連結
サイドフレーム柱を取り付けて、前記弓形連結サイドフレーム柱の穴の連携によって１～
５個の三段式サイドボードを連結されるようになっている弓形サイドフレーム付き連結可
能サイドボード家具である。
【００１３】
開き戸付きボックス部、又は二～四段の引出付きボックス部、又は引き戸付きボックス部
は、高さ２００ｍｍ～７００ｍｍ、幅７５０ｍｍ～１５００ｍｍ、奥行き３５０ｍｍ～５
００ｍｍで、開き戸付きボックス部では前面に前開きの木製の一枚～二枚の扉を付け、内
部を二段～三段の棚付き収納部になって、又は二段～四段の引出付きボックス部では各引
出の高さを１００～３００ｍｍであり、又は引き戸付きボックス部では前面に両開きの木
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製二枚戸を付け、各ボックスの底部の奥部に二本の１００ｍｍ～２００ｍｍの脚部を持っ
ている。
【００１４】
三段式サイドボードの両サイドに弓形形状の連結サイドフレーム柱を持ち、中央部下段に
開き戸付きボックス部、又は二段～四段の引出付きボックス部、又は引き戸付きボックス
部にして、二段目と、三段目には棚板を設置したサイドボード家具において、幅４００ｍ
ｍで高さ１８００ｍｍの範囲での半弓形の形状である、前記弓形連結サイドフレーム柱は
、厚さ２０ｍｍ～５０ｍｍ、幅５０ｍｍ～１００ｍｍであって、底部からの高さ２００ｍ
ｍ～７００ｍｍの位置にボックス部を、１０００ｍｍ～１２００ｍｍの位置に二段目棚板
を、１２００ｍｍ～１５００ｍｍの位置に三段目棚板を取り付けて、連結サイドフレーム
柱の下位から１００ｍｍ～２００ｍｍ付近と９００ｍｍ～１５００ｍｍ付近と１６００ｍ
ｍ～１７５０ｍｍ付近の中央部に、ボルトによる連係可能な５ｍｍ～１０ｍｍの穴を設置
して、前記弓形連結サイドフレーム柱の最下部をボックス部の前面付近に設置して、最上
部を壁などの奥部になるような弓形形状になっている。
【００１５】
家具のデザイン性を増すために、三段式サイドボードの両端に弓形形状の連結サイドフレ
ーム柱を持ち、中央部下段に開き戸付きボックス部、又は二段～四段の引出付きボックス
部、又は引き戸付きボックス部の上部にある二段目棚は、９００ｍｍ～１０００ｍｍの位
置にして、幅７００ｍｍ～１５００ｍｍ、奥行き２５０ｍｍ～３００ｍｍの厚さ２０ｍｍ
～２５ｍｍの棚板を、三段目棚は１３００ｍｍ～１５００ｍｍの位置にして、幅７００ｍ
ｍ～８００ｍｍ、奥行き２００ｍｍ～２５０ｍｍの厚さ２０ｍｍ～２５ｍｍの棚板を取り
付けている。
【００１６】
三段式サイドボードの両端に弓形形状の連結サイドフレーム柱は、中央下段に開き戸付き
ボックス部、又は二段～四段の引出付きボックス部、又は引き戸付きボックス部の両端に
取り付けて、ボックス部の二本の前脚になっており、幅４００ｍｍで高さ１８００ｍｍの
範囲での半弓形の形状をして、前記弓形連結サイドフレーム柱の厚さ２５～５０ｍｍ、幅
５０～１００ｍｍであって、連結サイドフレーム柱の下位から２～４箇所の中央部に、ボ
ルトによる連係可能な穴を設置して、前記弓形連結サイドフレーム柱の最下部をボックス
部の前面付近に位置して、最上部は奥部の壁に位置できるように弓形形状していることを
特徴とする弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具である。
【考案の効果】
【００１７】
　以上のように、本考案の木製板の引出、開き戸、引き戸で装飾扉と配置において、開き
戸部と二～四段の引出部と引き戸部の家具によって、サイドボード家具の意匠性と趣を維
持しながら、両端に弓形連結サイドフレーム柱をもって、開放感を持つ装飾的にした美観
的デザイン性を向上させることができる。
【００１８】
　開き戸部と二～四段の引出部と、及び引き戸部と二～四段の引出部とのペアー家具体と
、開き戸部と引き戸部と二～四段の引出部とに弓形連係サイドフレーム柱を持つ家具にお
いて、弓形連結サイドフレーム柱の模様表現による意匠性、開放感ともに優れた装飾扉に
して洋風的で、豪華さを持った高級感なサイドボード家具が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ａ（引出－開き戸型）の斜視
図
【図２】弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード二式家具ＡＢの斜視図
【図３】弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ａ（引出－開き戸混合型）の
正面図
【図４】弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ｃ（四段引出型）の正面－平
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面図
【図５】弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ｂ（開き戸型）の正面－平面
図
【図６】弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ｄ（引き戸型）の正面－平面
図
【図７】弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード二式家具ＢＣの正面－平面図
【図８】弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード二式家具ＡＢの正面－平面図
【図９】弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード三式家具ＣＡＢの正面－平面図
【図１０】弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード棚の取り付け図
【図１１】弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード二式家具の接合詳細図　ａ：連
結方法、ｂ：弓形サイドフレーム連結前状態図、ｃ：弓形サイドフレーム連結済状態図、
ｄ：弓形サイドフレーム連結済のフレームの断面図
【考案を実施するための形態】
【００２０】
以下、本考案を実施するための最良の形態について説明する。
図１、及び図２は、弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ａの斜視図、弓形
サイドフレーム付き連結可能サイドボード二式家具ＡＢの斜視図である。図３～図１０は
、木製の種々の状態を木製化粧板の弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボードの下部
での開き戸部と、四段の引出部と、引き戸部とを、組み合わせた弓形サイドフレーム付き
二式サイドボード示した図である。
【００２１】
図３は弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ａとの正面－平面図、図４は弓
形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ｃの正面－平面図、図５は弓形サイドフ
レーム付き連結可能サイドボード家具Ｂの正面－平面図、図６は弓形サイドフレーム付き
連結可能サイドボード家具Ｄの正面－平面図である。図７及び図８は弓形サイドフレーム
付き連結可能サイドボード二式家具ＣＢとＡＢの正面－平面図である。
【実施例１】
【００２２】
ウォルナット木製の家具のデザイン性を増すために、図１、及び図３に示すように三段式
サイドボードの両端に弓形形状の連結サイドフレーム柱を持ち、中央部下段に四段引出と
開き戸との併設付きボックス部にして、二段目と、三段目には棚板を設置したサイドボー
ド家具において、幅６０ｍｍのウォルナット木製のサイドフレーム柱を横４００ｍｍで、
高さ１８００ｍｍの範囲での半弓形の形状にして、下部からの高さ６５０ｍｍの位置にボ
ックス部にして、前記ボックスの両サイドに３箇所に連結可能な穴を設けた連結サイドフ
レーム柱を取り付けて、前記弓形連結サイドフレーム柱の穴の連係によって他の三段式サ
イドボードとを連結組み立てられるようにした。
【００２３】
四段引出－開き戸ボックス部は、ボックスの左半分である四段引出として、高さ１５０ｍ
ｍ、幅３５０ｍｍ、奥行き３９０ｍｍの引出を４段引出になって、ボックスの右半分であ
る開き戸として、高さ８００ｍｍ、幅３５０ｍｍ、奥行き３９０ｍｍで、開き戸ボックス
部では前面に前開きの木製一枚扉を付け、内部を二段の棚付き収納部になって、ボックス
の底部の奥部に二本の２００ｍｍの脚部を持っている。中央部下段のボックス部の上部に
ある二段目棚は、１０００ｍｍの位置にして、幅７００ｍｍ、奥行き３５０ｍｍの厚さ２
０ｍｍのウォルナット木製棚板を、三段目棚は１５００ｍｍの位置にして、幅７００ｍｍ
、奥行き２００ｍｍの厚さ２０ｍｍのウォルナット木製棚板を取り付けた、高さ１８００
ｍｍのウォルナットの弓形サイドフレーム柱付き連結可能サイドボード家具Ａ（引出－開
き戸型）を完成させた。
【実施例２】
【００２４】
家具のデザイン性を増すために、図４に示すように三段式サイドボードの両端に弓形形状
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の連結サイドフレーム柱を持ち、中央部下段に四段の引出ボックス部にして、二段目と、
三段目には棚板を設置したウォルナット木製のサイドボード家具において、幅６０ｍｍ厚
さ２５ｍｍのサイドフレーム柱を横４００ｍｍで、高さ１８００ｍｍの範囲での半弓形の
形状にして、下部からの高さ６５０ｍｍの位置にボックス部にして、前記ボックスの両サ
イドに３箇所に連結可能な穴を設けた連結サイドフレーム柱を取り付けて、前記弓形連結
サイドフレーム柱の穴の連係によって他の三段式連結可能サイドボードとを連結組み立て
られるようにした。
【００２５】
四段の引出ボックス部は、高さ８００ｍｍ、幅７００ｍｍ、奥行き３９０ｍｍで、四段の
引出ボックス部では各引出の高さを１５０ｍｍであり、ボックスの底部の奥部に二本の２
００ｍｍの脚部を持っている。中央部下段のボックス部の上部にある二段目棚は、１００
０ｍｍの位置にして、幅７００ｍｍ、奥行き３５０ｍｍの厚さ２０ｍｍのウォルナット棚
板を、三段目棚は１５００ｍｍの位置にして、幅７００ｍｍ、奥行き２００ｍｍの厚さ２
０ｍｍのウォルナット棚板を取り付けた、弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード
家具Ｃ（四段引出型）を完成させた。
【実施例３】
【００２６】
図５に示すように三段式サイドボードの両端に弓形形状の連結サイドフレーム柱を持ち、
中央部下段に引き戸付きボックス部にして、二段目と、三段目には棚板を設置したウォル
ナット木製のサイドボード家具において、幅６０ｍｍのサイドフレーム柱を横４００ｍｍ
で、高さ１８００ｍｍの範囲での半弓形の形状にして、下部からの高さ６５０ｍｍの位置
にボックス部にして、前記ボックスの両サイドに３箇所に連係可能な穴を設けた連結サイ
ドフレーム柱を取り付けて、前記弓形連結サイドフレーム柱の穴の連携によって他の三段
式サイドボードを連結組み立てられるようにした。
【００２７】
開き戸ボックス部は、高さ８００ｍｍ、幅７００ｍｍ、奥行き３９０ｍｍで、引き戸付き
ボックス部では前面に両開きの木製二枚戸を付け、ボックスの底部の奥部に二本の２００
ｍｍの脚部を持っている。ウォルナットの弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード
家具Ｂ（開き戸型）を完成させた。
【実施例４】
【００２８】
ウォールナット木製の家具のデザイン性を増すために、図６に示すように三段式サイドボ
ードの両端に弓形形状の連結サイドフレーム柱を持ち、中央部下段に四段引出と開き戸と
の併設付きボックス部にして、二段目と、三段目には棚板を設置したサイドボード家具に
おいて、幅６０ｍｍのウォールナット木製のサイドフレーム柱を横４００ｍｍで、高さ１
８００ｍｍの範囲での半弓形の形状にして、下部からの高さ６５０ｍｍの位置にボックス
部にして、前記ボックスの両サイドに３箇所に連結可能な穴を設けた連結サイドフレーム
柱を取り付けて、前記弓形連結サイドフレーム柱の穴の連携によって三段式サイドボード
を連結組み立てられるようにした。
【００２９】
引き戸型ボックス部は、高さ８００ｍｍ、幅３５０ｍｍ、奥行き３９０ｍｍで、引き違い
式の開閉扉を付け、内部に二段の棚付き収納部になって、ボックスの底部の奥部に二本の
２００ｍｍの脚部を持っている。中央部下段のボックス部の上部にある二段目棚は、１０
００ｍｍの位置にして、幅７００ｍｍ、奥行き３５０ｍｍの厚さ２０ｍｍの棚板を、三段
目棚は１５００ｍｍの位置にして、幅７００ｍｍ、奥行き２００ｍｍの厚さ２０ｍｍの棚
板を取り付けた、ウォールナット材の高さ１８００ｍｍの弓形サイドフレーム柱付き連係
可能サイドボード家具Ｄ（引き戸型）を完成させた。
【実施例５】
【００３０】
図７に示すように、弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード二式家具ＣＢの、弓形
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サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ｂ（開き戸型）と弓形サイドフレーム付き
連結可能サイドボード家具Ｃ（四段引出型）とを図１０と図１１に示すように弓形サイド
フレーム柱を連結して二式異種連結サイドボードＣＢにしたものである。
【００３１】
各ＣとＢの三段式サイドボードの両端に弓形形状の連結サイドフレーム柱を持ち、中央部
下段に三段の引出ボックス部にして、二段目と、三段目には棚板を設置したウォルナット
木製のサイドボード家具において、幅６０ｍｍのサイドフレーム柱を横４００ｍｍで、高
さ１８００ｍｍの範囲での半弓形の形状にして、下部からの高さ６５０ｍｍの位置にボッ
クス部にして、前記ボックスの両サイドに３箇所に連結可能な穴を設けた連結サイドフレ
ーム柱を取り付けて、前記弓形連結サイドフレーム柱の穴の連係によってＣとＢの三段式
サイトボードを連結組み立てられた。
【００３２】
図４の四段の引出付きボックス部は、高さ８００ｍｍ、幅７００ｍｍ、奥行き３９０ｍｍ
で、三段の引出ボックス部では各引出の高さを１５０ｍｍであり、ボックスの底部の奥部
に二本の２００ｍｍの脚部を持っている中央部下段のボックス部の上部にある二段目棚は
、１０００ｍｍの位置にして、幅７００ｍｍ、奥行き３５０ｍｍの厚さ２０ｍｍの棚板を
、三段目棚は１５００ｍｍの位置にして、幅７００ｍｍ、奥行き２００ｍｍの厚さ２０ｍ
ｍの棚板を取り付けた、ウォルナット弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具
Ｃ（引出型）を完成させた。
【００３３】
三段式サイドボードの両端に弓形形状の連結サイドフレーム柱を持ち、中央部下段に引き
戸付きボックス部にして、二段目と、三段目には棚板を設置したウォルナット木製のサイ
ドボード家具において、幅６０ｍｍのサイドフレーム柱を横４００ｍｍで、高さ１８００
ｍｍの範囲での半弓形の形状にして、下部からの高さ６５０ｍｍの位置にボックス部にし
て、前記ボックスの両サイドに３箇所に連結可能な穴を設けた連結サイドフレーム柱を取
り付けて、前記弓形連結サイドフレーム柱の穴の連係によって他のＣ三段式サイドボード
を連結組み立てられた。
【００３４】
開き戸ボックス部は、高さ８００ｍｍ、幅７５０ｍｍ、奥行き３９０ｍｍのウォルナット
材で、引き戸付きボックス部では前面に両開きの木製二枚戸を付け、ボックスの底部の奥
部に二本の２００ｍｍの脚部を持っている。中央部下段のボックス部の上部にある二段目
棚は、１０００ｍｍの位置にして、幅７００ｍｍ、奥行き３５０ｍｍの厚さ２０ｍｍの棚
板を、三段目棚は１５００ｍｍの位置にして、幅７００ｍｍ、奥行き２００ｍｍの厚さ２
０ｍｍの棚板を取り付けた、弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ｂ（開き
戸型）を完成させた。
【実施例６】
【００３５】
図２、図８で示すように弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード二式家具ＡＢ、弓
形サイドフレーム付き連係可能サイドボード家具Ａ（四段引出－開き戸型）と弓形サイド
フレーム付き連結可能サイドボード家具Ｂ（開き戸型）を連結したもので、図１０と図１
１に示すように弓形サイドフレーム柱を連結して二式異種連結サイドボードＡＢにしたも
のである。
ある。
【００３６】
三段式サイドボードの両端に弓形形状の連結サイドフレーム柱を持ち、中央部下段に引き
戸付きボックス部にして、二段目と、三段目には棚板を設置したウォールナット木製のサ
イドボード家具において、幅６０ｍｍのサイドフレーム柱を横４００ｍｍで、高さ１８０
０ｍｍの範囲での半弓形の形状にして、下部からの高さ６５０ｍｍの位置にボックス部に
して、前記ボックスの両サイドに３箇所に連結可能な穴を設けた連結サイドフレーム柱を
取り付けて、前記弓形連結サイドフレーム柱にある三個の穴の連係によって他の三段式サ
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【００３７】
開き戸付きボックス部は、高さ８００ｍｍ、幅７５０ｍｍ、奥行き３９０ｍｍで、引き戸
付きボックス部では前面に両開きの木製二枚戸を付け、ボックスの底部の奥部に二本の２
００ｍｍの脚部を持っている。弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ｂ（開
き戸型）を完成させた。
【００３８】
三段式サイドボードの両端に弓形形状の連結サイドフレーム柱を持ち、中央部下段に引き
戸付きボックス部にして、二段目と、三段目には棚板を設置したウォルナット木製のサイ
ドボード家具において、幅６０ｍｍのサイドフレーム柱を横４００ｍｍで、高さ１８００
ｍｍの範囲での半弓形の形状にして、下部からの高さ６５０ｍｍの位置にボックス部にし
て、前記ボックスの両サイドに３箇所に連係可能な穴を設けた連結可能サイドフレーム柱
を取り付けて、前記弓形連結サイドフレーム柱の穴の連係によって３個の三段式サイドボ
ードを連結組み立てられた。
【００３９】
図９に示すように、弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード三式家具ＡＢＣ、弓形
サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ｃ（四段引出型）と弓形サイドフレーム付
き連結可能サイドボード家具Ｂ（開き戸型）と弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボ
ード家具Ａ（引出－開き戸型）との三種類をそれぞれ図１０、及び図１１のように連結し
たものである。
【００４０】
弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ｃ（四段引出型）と弓形サイドフレー
ム付き連結可能サイドボード家具Ｂ（開き戸型）と弓形サイドフレーム付き連結可能サイ
ドボード家具Ａ（引出－開き戸型）は、それぞれ実施例２、実施例３、実施例１によって
製作されたものである。
これらの弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ｃ（四段引出型）と弓形サイ
ドフレーム付き連結可能サイドボード家具Ｂ（開き戸型）と弓形サイドフレーム付き連結
可能サイドボード家具Ａ（引出－開き戸型）と弓形サイドフレーム付き連結可能サイドボ
ード家具Ｄ（引き戸型）とを種々組み合わせて連結することによって、デザイン性の趣の
あるサイドボードを得ることができた。
【符号の説明】
【００４１】
１．弓形サイドフレーム柱
２．引出
３．引き戸
４．扉（開き戸）
５．棚
６．天板
７．連結穴
８．脚
９．取手
１０．ネジ
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